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愛岐ケ丘自治会細則 

 

第１章 総則  

（目的） 

第１条 この細則は、愛岐ケ丘自治会（以下「本会」という。）規約において定める事項につ

き、その具体的な実施方法を定めることにより、組織及び業務の円滑な運営を図るこ

とを目的とする。 

 

第２章 会員 

（会員） 

第２条 規約第４条に定める区域に住所を有する全ての個人は本会の構成員となるが、生計を

共にする会費納入世帯単位で、誰か一人が世帯を代表する。なお、その家族も会員と

しての権利及び義務を有する。 

 

（入会及び退会） 

第３条 本会の入会及び退会は、次の各号のとおりとする。 

（１）規約第７条第１項の入会申込書、会員名簿及び第８条の退会届は、別記様式による。 

（２）入会、退会手続きは、自治会事務所事務局が行う。 

 

（会費） 

第４条 本会の会費は次の各号のとおりとする。 

（１）会員は、規約第９条第１項の定めによる会費を、世帯単位とし、月額１,１００円

を納入する。 

（２） 新規に入会する会員は、入会金１０,０００円及び入会月以降の会費を納入する。 

（３）賛助会員および協賛会員は、規約第９条第２項及び第３項の定めによる会費を、環

境維持整備費として、月額３００円を納入する。 

（４）会員が生活保護を受けるなど、特別の事情がある場合は、会費を免除もしくは減免

することができる。 

（５）会員が、自宅の建替え等で愛岐ケ丘区域外に一時転居した場合は、申請によりその

期間の会費は、環境維持整備費のみ納入する。 

（６）納入した会費は、如何なる場合も返還しない。ただし、退会した場合は、申請によ

り退会日の翌月分以降の前納した会費を返還する。 

 

（会費の納入方法） 

第５条 会費は、原則として銀行口座振替により毎年６月に、４月から翌年３月までの１年分

を納入する。なお、口座振替手数料は自治会負担とする。 
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２．本人から銀行口座振替は不都合との申し出があった場合は、個別に対応するものと

する。 

 

第３章 役員及び監事の選出・選任 

（会長の選出及び選任） 

第６条 規約第１２条第 1項第１号で選任する会長は、立候補により選挙で決める。ただし、

無投票当選となった場合は、総会の承認を受けなければならない。 

２．立候補の資格は、成人会員で、会員１０名以上の推薦を受けた者とする。ただし、

規約により失職した者または総会で解任された者は、その日から３年間は立候補でき

ない。 

３．立候補者がない場合は、役員会は役員選考会を開催し、候補者の推薦に努めなければ

ならない。 

４．本会は、会長選出のため、次の各号のとおり選挙管理委員会を置く。 

（１）選挙管理委員会は、当年度の総務及び区長で構成し、１年間の常設とする。 

（２）選挙管理委員会は、別に定める会長選挙規則に基づき選挙を実施する。 

５．選挙は、会長の任期満了１箇月前までに行うこととする 

６．会長が失職、解任、転出などで欠けた場合は、直ちに選挙を行うものとする。ただ

し、残りの任期が２箇月未満の場合は、この限りではない。 

７．前第２項、前第３項による会長の立候補者が充足できない場合は、次の表により該

当丁目で選出する。 

年 度 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 １０年 １１年 

選出対象 １丁目 ２丁目 ３丁目 ４丁目 ５丁目 １丁目 ２丁目 

（以降この順とする。） 

（副会長の選出） 

第７条 規約第１２条第１項第２号で選任する副会長は、役員会の役員選考会において選出す

る。 

２．前項により、副会長が充足できない場合は、次の表により１名を該当丁目で選出す

る。 

年 度 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 １０年 １１年 

選出対象 ２丁目 ３丁目 ４丁目 ５丁目 １丁目 ２丁目 ３丁目 

（以降この順とする。） 

３．任期途中で、止むを得ず職務を全うできない者が出た場合は、丁目内で補充する。 

 

（会計長の選出） 

第８条 規約第１２条第１項第３号で選任する会計長は、役員会の役員選考会において選出す

る。 
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２．前項により、会計長が充足できない場合は、次の表により該当丁目で選出する。 

年 度 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 １０年 １１年 

選出対象 ３丁目 ４丁目 ５丁目 １丁目 ２丁目 ３丁目 ４丁目 

（以降この順とする。） 

３．任期途中で、止むを得ず職務を全うできない者が出た場合は、丁目内で補充する。 

（監事２名の選出） 

第９条 規約第１２条第２項で選任する監事は、次の表により該当丁目で本年度の組長のなか

から選出する。立候補者がいない場合は、その組長のなかから選出する。なお、その

組長のなかに役員（組長を除く）未経験者がいる場合は優先して選出する。決まらな

い場合は丁目内で協議し、選出する。ただし、役員（組長を除く）未経験者が丁目内

にいる場合は順次対象年度を遡って決めることもできることとする。 

年 度 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 １０年 １１年 

選出対象 １丁目 ３丁目 ５丁目 ２丁目 ４丁目 １丁目 ３丁目 

選出対象 ２丁目 ４丁目 １丁目 ３丁目 ５丁目 ２丁目 ４丁目 

     （以降この順とする。） 

２．任期途中で、止むを得ず、職務を全うできない者が出た場合は、丁目内で補充する。 

（区長、総務、各専門委員長の選出） 

第１０条 規約第１２条第１項第４号及び第５号で選任する区長、総務及び各専門委員長は、

本年度の組長のなかから選出する。立候補者がいない場合は、その組長のなかから

選出する。なお、その組長のなかに役員（組長を除く）未経験者がいる場合は優先

して選出する。決まらない場合は丁目内で協議し、選出する。ただし、役員（組長

を除く）未経験者が丁目内にいる場合は順次対象年度を遡って決めることもできる

こととする。 

２．前項の各専門委員長は、次の表により該当する丁目で選出する。 

年 度 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 １０年 １１年 

施設管理委員長 ３丁目 ４丁目 ５丁目 １丁目 ２丁目 ３丁目 ４丁目 

防災防犯委員長 ４丁目 ５丁目 １丁目 ２丁目 ３丁目 ４丁目 ５丁目 

交通安全委員長 ５丁目 １丁目 ２丁目 ３丁目 ４丁目 ５丁目 １丁目 

環境衛生委員長 １丁目 ２丁目 ３丁目 ４丁目 ５丁目 １丁目 ２丁目 

体育文化委員長 ２丁目 ３丁目 ４丁目 ５丁目 １丁目 ２丁目 ３丁目 

（以降この順とする。） 

３．任期途中で、止むを得ず、職務を全うできない者が出た場合は、丁目内で補充する。 

（組長及び副組長の選出） 

第１１条 規約第１２条第１項第８号による組長は、輪番により各組１名選出する。 
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２．規約第１１条の役員（組長を除く）、監事、消防団員、民生児童委員、主任児童委

員および地域各種団体の役職責任者は、本人の希望により組長の選出対象から除外

し、次番に移行することができる。 

３．組長の補佐として副組長を置く。 

４．副組長は、原則、次年度組長になることとし、各組で輪番により１名選出する。 

 

（役員等選出の特別基準） 

第１２条 健康面など特別な事情により、本人から役員、監事および副組長の辞退の申し出が

あった場合は、丁目内又は組内で協議調整し選出する。 

２．入会１年未満の自治会員は副組長や役員への選出対象としない。 

 

第４章 役員の職務及び組織 

（役員の職務） 

第１３条 役員の職務は、規約第１３条の定めにより、細則を以下に定める。 

（１）会計長 

イ.  出納事務を担当し、必要な書類を管理 

ロ.  月次収支報告書の作成と４半期毎に収支の状況を役員会で報告 

ハ.  その他会計規則に基づいた業務 

（２）区長 

イ.  丁目を代表し、組長を統括 

ロ.  担当する丁目の組長会を、必要に応じて開催し、情報の伝達を行うとともに、

諸課題について協議調整 

ハ.  諸課題について、役員会に報告、提起し、活動の推進 

ニ.  広報等の配布物・回覧物を組毎に仕分け 

ホ.  選挙管理委員を兼務 

（３）総務 

イ.  本会の円滑な運営と事業の企画、立案等を担当し、会長を補佐 

ロ.  所属丁目区長を補佐するとともに、所属丁目専門委員長と協同して活動 

ハ.  総会および役員会等の記録（議事録作成等）を担当 

ニ.  行事等の実行委員会が設置された場合は、その委員を兼務 

ホ.  選挙管理委員会の正または副委員長を兼務 

ヘ.  総務のうち 1 名は、帷子地区青少年育成推進員（任期２年、継続も可）なら

びに可児市赤十字奉仕団員２名を兼務（任期２年、継続も可）するものとし、

相互を隔年で選出する。 
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   （４）専門委員長 

     イ. 委員会を代表し委員を総括および活動の計画と実行 

     ロ. 委員会を必要に応じて開催、活動の点検・確認 

     ハ. 役員会に活動状況を報告、諸課題について提起 

     ニ. 副委員長を互選し、共働で活動を推進 

     ホ. 前年度の専門委員長は、当年度の相談役を務める 

（５）専門委員会 

イ．施設管理委員会             

a.  集会場・ふれあいセンターの清掃および管理と軽易な修繕 

b.  集会場・ふれあいセンターの感染症防止対策 

c.  集会場ホールのワックス掛け 

d.  集会場・ふれあいセンターの年末大掃除の準備と片付けおよび主動 

e.  ４丁目中央公園トイレの清掃 

f.  各丁目公園の遊具・フェンス等の点検および手入れ 

g.  他の委員会が管理しない倉庫等の管理 

h.  公園砂場の日光消毒 

i. その他、共有施設の維持管理に関する活動 

 

ロ．防災防犯委員会 

a.  防災倉庫・可搬ポンプ倉庫・ホース収納箱・消火器収納箱およびそれらに収

納する防災機材・防災備品の点検と管理 

b.  防火水槽および消火設備標示板の点検 

c.  防災機材・防災備品の取扱い習得訓練の計画と実施 

d.  防火管理者と計画立案し、集会場の消防総合訓練を実施 

e.  自主防災会の計画立案に参画し、防災訓練を実施 

f.  関係団体と計画立案し、救命講習会を実施 

g.  防犯灯の総点検 

h.  防災・減災対策の啓蒙 

i.  空き巣・車上荒らし・車の盗難・不審者・詐欺への注意喚起等の被害防止対

策と啓発 

j.  その他、防災・防火・防犯に関する活動 

k. 防犯カメラの点検 

 

ハ．交通安全委員会 

a.  団地内の交通安全設備の点検と管理および融雪剤の設置と管理 

b.  通学路の交通安全活動等 

c.  交通安全週間に、協会の横断幕・旗を設置 



6 

 

d.  団地内の路上駐車の実態調査と迷惑駐車の防止・啓発活動 

e.  委員長は、帷子地区交通安全協会の班長を兼務 

f.  委員のうち４名は、帷子地区交通安全協会の委員を兼務 

g.  その他、交通安全に関する活動 

ニ．環境衛生委員会 

a.  ごみ集積場・リサイクルステーション・清掃倉庫（含む収納備品）の点検お

よび管理・整備 

b.  団地内清掃（花いっぱい運動および一斉清掃）の清掃区域の設定・周知お

よび清掃活動の準備ならびに作業後の点検・片付け 

c.  ごみ集積場の清掃当番表と、リサイクル資源現場担当指導員の輪番表の管理

および清掃備品の点検と整備 

d.  不法投棄のパトロールおよび処理 

e.  公園・街路及び調整池周辺等の公的区域の樹木（枯れ木、枯れ枝等）の点検

と報告 

f.  花壇の整備および管理 

g.  他の活動団体と計画立案し、清掃用動力機器の取扱い講習会を実施 

h.  他の活動団体と協力し、清掃用動力機器の点検・整備を実施 

i.  ロードサポート活動への参加 

j.  その他、住環境の整備と美化・衛生活動に関する活動 

  

ホ、 体育文化委員会 

a.  帷子地区の体育行事の周知・参加者募集およびスタッフとして参加 

b.  委員のうち１名は、帷子地区体育振興会の体育委員を兼務 

c.  夏まつりの計画立案、資材の点検、準備および運営 

d.  秋のイベントの計画立案、準備および運営 

e.  その他、体育・文化・芸術に関する活動を支援 

（６）組長の職務 

イ.  組内の連絡、回覧および広報等の配布 

ロ.  各専門委員会の委員を一つ兼務 

ハ.  行事等の全体会議への出席および区長が招集する組長会議への出席 

ニ.  行事等への参加協力 

 

（７）子ども会および友和会の運営は自主運営とする。その代表者は役員会に出席す

るものとする。 

 

（組織） 

第１４条 組織は、次の各号の通りとする。 

（１） 自治会の基礎組織として、各丁目に会費納入世帯で構成する組を置く。 
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（２） 組の構成世帯数は、各丁目内で検討して編成するものとするが、１３世帯前後が望

ましい。 

（３） 世帯数に増減があった場合は、組の分割、合併を適宜実施するものとする。 

２．愛岐ケ丘自主防災会 

(１) 愛岐ケ丘自主防災会は、平時および発災時における防災・減災活動の指示・総括を

行う組織とし、自治会の組織に準ずるものとする。 

(２) 発災時は、１～２週間を目処に自治会組織の代行を行う。 

(３) 別に定める愛岐ケ丘自主防災会会則により、変更は役員会の承認事項とする。 

３．自治会との協働団体 

(１) 自治会に協力して活動するグループを認定し、必要な資器材および助成金を支給す

ることができる。 

(２) 指定または解除は、役員会の承認事項とする。 

(３) 上記助成金については、別に定める助成金支給規則による。 

４、自治会の役員組織図（含む組長）は、別図第１で定める。 

第５章 会議 

（役員会） 

第１５条 役員会は、規約第５章の定めにより開催する。 

２．役員会は、総会に次ぐ議決機関と位置付け、本会の運営全般について協議決定し、

活動の推進を図る。 

３．役員会は、毎月定例的に開催する。 

４．総務役員会は、会長、副会長および総務で構成し、必要に応じて開催する。 

 

（各専門委員会） 

第１６条 各専門委員会の委員長は、必要に応じて委員会を開催する。 

 

（組長会） 

第１７条 区長は、丁目毎に必要に応じて組長会を開催する。 

 

（全体会議） 

第１８条 全体会議は、行事等を円滑に実行するために適宜開催する。 

２．出席者は、役員および行事関係者とする。 

 

（各種委員会） 

第１９条 役員会は、長期の準備を要する事業については、実行委員会を設置することがで 

きる。 

２． 会長が必要と認めるときは、必要とした検討委員会を設置することができる。 
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第６章 資産及び会計 

（資産の管理） 

第２０条 本会の資産および負債は、流動資産、固定資産、負債および純資産を記した財産目

録（別記様式）により管理する。 

２．前項における各資産および負債は、それぞれ科目別に明細書または台帳を作成し

管理する。 

３．本会が所有する備品については、備品リスト（別記様式）により管理する。 

 

（資産の処分） 

第２１条 資産の処分は次の各号のとおりとする。 

（４） 取得価格が３０万円未満の物を処分するときは、役員会の議決によることとし、

総会でその処分理由等を報告すること。 

（５） 取得価格が３０万円以上の物を処分するときは、総会の議決によることとする。 

（６） 前号の規定により処分する物で、次に示す事由のいずれかに該当するものは、

総会の議決によらず処分できるものとするが、総会でその処分理由等を報告す

ること。 

イ． 使用不可、修理不能等の理由で、その資産価値が無くなった工具器具備品、

または保有理由を失った工作物及び構築物 

ロ． 故障または破損し、修理不能で継続使用ができなくなった車両運搬具 

 

（会計） 

第２２条 会計は、一般会計、特別会計、太陽光発電事業会計の３区分とし、次の各号のとお

りとする。 

（１） 一般会計は、単年度収支とし、その残金は次期繰越金とする。 

（２） 一般会計の処理は、別に定める会計規則に基づき処理する。 

（３） 特別会計の使途は、総会の決議によることとする。 

（４） 太陽光発電事業会計については、企業会計とし、別に定める会計規則に基づき

処理する。 

 

（役員の慰労金等） 

第２３条 役員の慰労金は、次の各号のとおりとする。 

（１） 役員の慰労金は、役員会で決め、市の報償費により支弁する。 

（２） 市の報償費の前号以外の使途は、役員会で決め、決算書で報告する。 
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第７章 事務局 

（事務局） 

第２４条 本会の事務局は、次の各号のとおりとする。 

（１）事務所は、本自治会集会場とし、会長が業務を統括する。 

（２）事務局には、本会の事務的な業務を担当し、活動を円滑に運営することを目的

として事務担当者を置く。 

（３）事務担当者の主な業務内容 

イ.  総会、役員会等に関する資料の作成および議事録の管理 

ロ.  自治会広報「ふれあい」の発行および会議等の開催通知の作成 

ハ.  市広報、回覧物およびその他配布物の管理 

ニ.  備品、消耗品、パソコンおよび印刷機等の管理 

ホ.  施設、設備等の点検および補修等に関して、各専門委員長の活動を補佐 

ただし、設備の更新および市への改修等の要請は会長が担当 

ヘ.  施設の使用申込の受付、使用料の徴収等の業務 

ト.  必要に応じて会議への出席  

チ.  会計長を補佐し、日常の現金支払い業務  

リ.  別に定めた文書保管規則（保存期間・保存方法等）による、会計帳簿、その

他重要資料の保管管理 

ヌ.  住宅の新築、改築に伴う同意書の受付 

ル.  会員の入会、退会、一時転居の手続き事務 

ヲ.  会員からの苦情、提案等への対応、内容により会長、副会長、担当役員に連

絡相談し対処 

ワ.  緊急事態が発生した時は、速やかに会長、副会長に報告し、指示を得て対処 

カ. その他の事項 

 

（４）事務担当者の選任及び処遇 

事務担当者の選出および処遇については、別に定める事務担当者業務規則によ

ることとする。 

 

第８章 その他の規則・基準 

（施設及び器具の使用） 

第２５条 自治会所有の施設や器具（草刈機等）の使用については、使用届を提出することに

より、使用できるものとする。 

 ２．使用する場合は、別に定める施設および器具の使用規則によることとする。 
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（慶弔） 

第２６条 慶弔については、別に定める慶弔規則によることとする。 

 

（表彰） 

第２７条 自治会表彰については、別に定める自治会表彰規則によることとする。 

 

（文書保管） 

第２８条 文書保管期間および保管方法については、別に定める文書保管規則によることとす

る。 

 

（個人情報の取扱い） 

第２９条 個人情報の取扱いについては、別に定める個人情報取扱規則によることとする。 

 

（建築同意） 

第３０条 新築および増改築における同意申請書の処理は、別に定める建築同意申請処理規則

によることとする。 

 

（規則の作成と承認） 

第３１条 規則の変更および新たな規則は、役員会の承認をもって有効とする。 

２．会長は、規則の変更および新たな規則の作成について、作成委員会を設置し、委

嘱することができる。 

附 則 

この細則は令和６年４月１日から施行する。 

                    昭和５４年１０月１日 改定   

         沿革                昭和５８年４月１日  改定 

平 成 ２ 年 ４ 月 １ 日  改 定 

  平成１２年４月１日  改定 

法人格取得に伴い  平成２０年４月１日  改定 

平成２１年４月１日  改定 

組長選出基準の改定  平成２３年４月１日  改定 

平成２６年４月１日  改定 

平成２６年６月１６日 改定 

平成２７年５月２４日 改定 

平成２９年４月１日  改定 

平成３０年４月１日  改定 

   令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日  改 定 

令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日  改 定 

令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日  改 定 


